
ネ
ス

l
lネ
ン

旬
、
正
に
鼠
御
多
門
と
で
も
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。

ネ
ズ

Z
ダ
モ
ン
バ
シ
鼠
多
門
橋
金
制
作
城
主
泉

院
丸
よ
り
金
谷
出
丸

へ
泊
ふ
鴻
に
、
鼠
多
門
か
ら
七

十
附
長
屋
内
の
聞
の
開
問
販
期
に
架
け
た
板
橋
で
あ
っ

た
が
、
阪
出
耐
後
金
谷
間
丸
は
雌
地
と
な
り
、
此
の
備

品
お
も
不
用
と
な
っ
た
紋
、
明
治
十
年
朽
加
す
る
ま
L

E
こ

2
8
t
L
ニ
D

Z
百十
aい
略
周
司
剣
刊

u
μ
い
4
4
4
A
4

ネ
ヅ
カ
コ
ウ

根
津
可
幸

能
楽
部
小
松
の
制
入
。

泊
裕
久
四
郎
。
即
時
を
老
梅
附
と
脱
し
た
。
明
治
品
川

二
年
八
十
四
山
副
を
以
て
授
。

ネ
ツ
ノ

熱
野

石
川
榔
林
郷
に
臨
す
る
都
世
間
。

立
ツ
ノ
ノ
キ
ユ
ウ
ベ
Z

昌一
野
の
久
兵
衛

石

川

郡
熱
野
の
人
。
山
嵐
長
十

一
年
十
村
を
命
ぜ
ら
れ
、
見

永
十
一
年
之
を
部
品
ぜ
ら
れ
た
。
次
代
少
兵
衛
は
民
安

三
年
に
十
村
と
な
り
、
永
山
山
二
年
持
尚
之
内
九
反
百

八
拾
歩
を
拝
領
し
て
御
扶
待
人
に
進
み
、
=
一
年
そ
の

恥
を
犯
ぜ
ら
れ
た
。
子
少
兵
衛
問
問
年
御
扶
持
人
十
村

を
腿
い
だ
。

ネ
ナ
シ
グ
サ

根
無
州

一
加
。
坂
列
一

間
著
。

『制
畑
山
州
と
な
り
歩
行
』
と
も
い
ふ
。
著
者
と
同
時
代

の
入
刷
出
垂
水
の
経
路
宇
一
最
も
砕
し
く
述
べ
、
次
に
広

子
・出
技
・款
の
坊
・
見
出
・涼
謎
・希
凶
容
に
脱
い
て

俗
間
の
事
貨
を
録
し
て
あ
る
。

天
明
八
年
の
作
。
"
明

者
の
訟
は
再
開
山
又
は
附
象
。
一
抑
制
は
そ
の
掛
川
で
あ
る
。

俳
諮
を
答
水
に
回
叫
ん
だ
。

ネ
ハ
ン
エ
逗
祭
曲
面
滞
数
時
代
に
、
ご
月
十
五

日
寺
院
に
的
混
同
提
の
間
像
を
掲
げ
て
供
養
し
、
似
合

刺
に
慌
し
た
五
色
の
悶
子
を
作
っ
て
、
蛍
内
又
は
門

内
に
倣
布
す
る
を
児
鴨
川
に
捻
は
せ
た
。
こ
の
日
女
児

は
決
服
を
者
け
、応
子
な
ど
を
悦
へ
て
寺
院
に
詣
で
、

終
日
手
鞠
そ
奔
ん
だ
。
但
し
提
宗
で
は
こ
の
行
事
が

な
い
。

ネ
プ

緩
布

訓
北
部
大
削
帆
布
・
本
線
布
・
荒
屋

冨
坂
を
収
布
凶
，
村
と
い
ひ
、
文
向
州
吟
附
・大
船
布
・

本
棋
布
・{呂坂
・荒
屋
・
室
・大
附
を
縦
布
七
ャ
村
と
い

ふ
こ
と
も
あ
る
。
天
正
十
一
年
四
月
初
柴
努
吉
の
制

札
に
、『大
ね
ぶ
・
お
ま
へ
ざ
か
・も
と
わ
ぶ
・あ
ら
毘
』

と
あ
る
は
前
者
で
、
間
十
凶
年
配
且
山
川
利
家
の
思
…

掠
舟
笹
子
村
付
の
印
冊目
に
、
『
れ
ぶ
七
村
』
と
あ
ろ
は

後
者
で
あ
る
。
制
布
の
名
は
、
こ
の
附
近
が
砂
斤
で
、

多
〈
A
H
紋
木
常
生
ず
る
銘
で
あ
ら
う
と
い
は
れ
る
。

求
プ
ノ
ア
メ
シ
ユ
ウ
合
倣
雨
袋
一
加
。
出
向

の
例
入
鰐
老
編
。
文
化
十
一
年
同
地
和
泉
毘
新
政
板
。

闘
史
十
七
阿
思
に
詰
旬
、
編
者
は
附
h

州M
K
誠
一
寺
に
て

追
笹
の
鈎
に
一
白
印
刷
を
興
行
し
、
之
に
訳
家
の
句
そ
も

牧
め
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
序
文
巾
に
、
附
誕
の
京一

部
商
議
寺
に
於
け
る
的
議
の
こ
と
、
及
び
そ
の
併
記

な
ど
が
告
か
れ
て
ゐ
る
。

ネ
プ
リ
イ
シ

穏
石

能
殺
に
は
砂
同
日
判
明
以
岩
・
凝

荻
砂
岩
の
泉
町
四
そ
彼
出
世
し
て
、
砂
・制
土
・際
専
か
ら

成
る
若
き
地
脳
が
あ
る
。

こ
の
M

凹
の
粘
土
は
瓦
の
材

料
と
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
他
に
庇
担
…
附
石
H
h
の
吸

璃
慣
の
岩
塊
荷
台
み
、
こ
れ
が
風
化
し
粘
土
化
す
る

時
、
そ
の
残
骸
宇
一
止
め
て
、
鮎
被
採
の
外
観
キ
ー
呈
す

る
。
そ
れ
や
・
話
。
石
と
い
ひ
、
粘
土
中
に
そ
の
多
数

を
含
む
こ
と
が
あ
る
。
珠
洲
都
小
木
・上
戸
・
石
坂
・

平
床
の
仰
体
石
、
出
血
阿
部
能
研
h

聞の
布
特
有
は
こ
れ

で
あ
る
。

ネ
ヤ

閤

脱
脂
綿
能
菅
島
庄
に
邸
す
る
部
古
川
。

能
号
誌
に
、
臥
行
者
が
治
に
眠
っ
て
ゐ
た
所
だ
か
ら

n
山
名
が
起
っ
た
と
す
る
が
、
全
〈
市
川
出
酬
で
あ
る
0

・文

明
十
=
一年
正
月
向
旧
代
官
三
附
戸
地
吉
の
判
部
に
は
、

際
色
の
無
関
と
共
に
闘
牟
聞
と
約
け
て
、

一
村
の
如

〈
に
結
い
て
在
品
。

ネ
ヤ
h
y
シ
ヨ

根
役
所

滞
政
時
代
に
、
常的
u
の

役
所
を
い
う
た
。
例
へ
ば
御
郁
容
行
は
、
そ
の
管
内

に
出
版
し
て
事
務
を
執
る
こ
と
も
あ
弔
が
、
制
役
所

は
御
釘
用
お
内
に
在
る
倒
郡
町
で
あ
る

如
き
や一い

‘、ω

。ネ
リ
ガ
ヤ
チ
カ
ン
ノ
ン

綴
ヶ
谷
内
観
音

出
品

納
江
併
に
在
る
。
能
官
名
跡
芯
に
、『
治
附
似
脅
服
組

八
番
札
前
線
ぷ
什
槻
斡
は
寺
な
し
。
入
則
前
山
へ
脅

&
F

，
 

昌
也
。
あ
ら
木
の
山
万
作
・
り
の
偵
の
館
倣
六
林
あ
り
。

泌
阿
国
の
作
也
。
江
作
村
の
山
に
て
、
あ
さ
ま
な
る
滋

也。
』
と
あ
る
。

ネ
リ
コ

綾
子

刑
制
同
市
南
青
川
の
刊
の
小
字
。

米
諜
礁
の
時
、
守
狩
土
肥
伊
抽
出
不
リ
コ
に
討
っ
て
出

で
、
詮
に
古
川
口
苔
令
丸
と
い
ふ
門
際
で
戦
死
し
た

と
あ
る
。

求

ン

ガ

年
賀

滞
侠
に
射
す
る
年
賀
は
、
之
を

年
開
御
砲
の
引
に
述
べ
た
。
年
前
相相官
川
鰍
の
士
に
在

っ
て
も
、
可
人
は
三
伊
日
の
刷
に
、
そ
の
家
来
・給
入

か
ら
年
同
刊
の
説
問
者
受
け
、
こ
の
際
に
於
け
る
主
人

の
服
装
は
民
斗
阿

・
出帆上
下
や

-mひ
、
家
来

・
絵
入

も
之
に
同
じ
い
が
、
扶
持
方
の
者
で
は
脱
斗
同
を
用

ひ
ぬ
者
・
も
あ
っ
た
。
そ
の
他
箇
帥
は

旧制
斗
日
・十
徳

育
、
巾
小
姓
・小
姓
は
股
紗
小
制
そ
む
け
た
。
奥
向

で
は
、
年
中古
来
の
夫
人
は
制
入
に
結
髪
し
、
鋭
努
4
7-

摘
み
、
緋
縮
緬
な
ど
の
上
智
に
格
世
間
結
び
と
し
、

地
赤
父
は
地
黒
の
術
前
常
務
た
。
老
女
も
亦
之
に
郁

コ
ダ
ラ
シ

ず
る
が
、
中
老
以
下
五
認
の
者
は
紋
服
の
上
に
・
小
散

や
也
被
ひ
、
御
次
以
下
は
紋
服
の
み
そ
用
ひ
た
。
耐
し

て
老
女
・中
老
・近
間
等
は
夫
人
に
糾
問
し
て
説
僻
を
述

べ
ろ
が
、
御
次
以
下
は
そ
の
郁
な
〈
、
男
子
に
し
て

秘
跡
脅
述
べ
得
る
も
の
は
、
側
奥
用
人
と剛
山
師
と
の

み
で
あ
っ
た
。
人
持
以
下
半
士
の
家
に
於
い
て
も
、

亦
そ
の
地
位
に
腿
ず
る
儀
式
者
行
ひ
、
問
方
に
在
っ

て
も
大
商
家
の
ヰ
.人
は
、
諮
問
・手
代
・
丁
稚
の
年
賀

を
受
け
る
も
の
が
あ
っ
た
、
=
一
今
日
附
に
は
、
叉
諸

六
四
八

士
互
に
訪
問
し
て
副
詞
守
交
抽
出
し
た

o
n符
は
必
ず

座
敷
に
入
り
、
式
誌
か
ら
僻
し
去
る
如
企
こ
と
は
な

い
。
担
客
桁
迎

へ
ろ
者
は
、先
づ
挺
斗
三
方
荷
供
し
、

容
は
双
手
又
は
袋
手
そ
以
て
之
青
山
剛
〈
が
如
き
態
仇
ぜ

な
し
、
然
る
後
引
肌
閉
州
そ
述
べ
た
。
小
品
開
の
家
に
在
つ

て
は
、
夫
人
自
ら
之
を
取
級
ひ
、
紋
服
の
上
に
小
散

し
を
者
て
容
に
後
し
た
。
滞
米
に
市
民
り
、
納
入
山
小

放
し
そ
省
き
て
紋
服
の
み
と
し
、
男
子
の
問
問
斗
岡

山郁
上
下
は
服
紗
小
納
・
縦
上
下
と
な
っ
た
。
凡
そ
三
?

日
の
聞
に
於
い
て
士
人
の
来
往
す
る
者
、
供
政
二
三

千
石
以
上
は
笹
山
内
に
采
り
、
役
儀
と
職
-H
M
と
に
よ
っ

て
、
先
銚
あ
る
と
無
き
と
、
繭
若
前
向
な
る
と
一
人
な

る
と
あ
っ
た
が
、
必
ず
鉛
と
挟
箱
と
含
伴
ひ
、
小
身

の
士
・興
力
・歩
は
小
占
有
一
人
の
み
そ
従
へ
た
。
小
者

の
諮
問
す
る
作
用
引
は
鮪
色
な
るキ一
山u
泊
と
す
る
が
、

年
寄
本
多
氏
の
み
は
紫
色
で
あ
っ
た
。
商
人
の
日
間
円
以

な
る
者
の
廻
砲
に
も
亦
刷
拍
車川
刑制
b

腎
た
一
伐
を
作

う
た
。
正
月
の
大
詰
な
る
年
に
は
、
務
令
に
よ
っ
て

一
一周
に
廻
穏
や
・
行
ふ
こ
と
も
あ
っ
た。

ネ
ン
ゴ
ウ
カ
ベ
年
間開壁

l
ヵ
!
ウ
ト
ウ

ベ
エ

加
藤
際
兵
衛
。

ネ
ン
サ
イ
イ
ツ
シ
ョ
ウ
燃
康

一
照

コ
一
附
。
出

m知
問
者
o
m
m
し
天
明
允
平
引
秩
の
械
山
政
砲
の
序

に
詩
家
務
部
と
記
し
、
間
流
年
乙
巴
春
荒
川
の
自
序

に
至
っ
て
燃
限
一
間
山
と
股
め
た
の
で
、
双
山
川
は
去
年

以
来
小
松
城
署
に
赴
任
し
て
目
的
た
か
ら
再
訂
を
加
へ

た
の
で
あ
っ
た
。
古
詩
に
見
え
る
字
句
札
町
摘
み
、
そ

の
用
例
を
恕
げ
て
作
詩
に
似
じ
た
も
の
で
、
第
一
色

を
英
文
・地
迎
・目
隠
・
人
物
・人
都
・身
林
・
仙拙
鉛
・山市

財
.第
二
程
を
草
木
・禽
帥
川
鱗
虫
・浮
庖
・服申
T

・

m
m、

第
三
容
を
摘
勾
・配
的
六
十
円川
に
分
か
っ
て
阿
る
。

ネ
ン
サ
イ
チ
ョ
ウ

念
西
町

金
却
の
沼
町
名
。

今
世
間
せ
ら
れ
て
木
町
四
諦
丁
と
な
っ
た
。
開
土
宗
如

」


